











































































































































































































































































釜戸 H1 火をおこす手間が無い。火加減の訳 整が容易
行灯 LED照明 火事の心配がなし 、 0 行灯に比べ明るい。
力 ~マ
?????
胃刈り
。』?
幾 一度に多くのう箔を1又ラ鑿できる。時間の史豆維
??
0
実践事例 技術・家庭科技術分野2年
－97－
授業者服部浩司 授業日6月7日（水）1限～ 4限
鰈ｸﾗｽ,洲鶚 2年1～ 4組
関係・連携の考えられる教科等
社会科
扱う伝統文化｜授業内容
･生活文化
･地域文化
????????
I生物育成に関する技術と社会，環境との関わりを理解し，
|技術を評価し活用する態度を身につける。
0
･現代の日本文化I
q
U
』??』????????????????????????????????????????????
特に関わる要素I～Ⅲ|教科等で身に付けたい力（本時について）
要素I
要素Ⅱ
??
??
語学力・コミュニケーショ
????
0
ン能力|c(1)イ「生物育成に関する技術の適切な評価・
I活用について考えること。」
主体性・積極性，チャレンジ精神
協調性・柔軟性，責任感・使命感
????????
????
生物育成に関する技術を適切に評価し活用す
|る態度を育成させる。
I
I????????????????????????????????????????
授業のポイント・流れ（見て欲しい部分，要素I～Ⅲに関わるポイントなど）
1 ｢持続可能な社会」とは何かを確認する。
持続可能な社会を「将来の世代のニーズを損なうことなく
すことのできる社会」と説明した。
2.現在の日本の農業は持続可能なのかを考えさせる。
， 現在の世代のニーズを満た
日本の農業が抱えている問題には何があるのかを考えさせる。その回答として，“農業
従事者の高齢化，減少
れる
,，
0
，，
や“輸入作物との価格競争” , "耕作面積の減少”などが考えら
そこから，“国産農作物の生産量が減少していること”を予測させ，その対応として
"輸入量の増加”と“大規模農業（工業的農業）
は ，
，，
，
があることを伝える。 “輸入量の増加
他国への依存する観点からとても危険であることを伝える。“大規模農業”や
物工場”が現在進んでいる方向であるが，この方向でよいのかを問いかける。
3.パーマカルチャーとは何かを伝える。
“
植
パーマカルチャーの目的は「暮らしを見直し，持続可能な農業を基本としながら環境に
やさしい循環型社会を築くこと」であることを伝え，生活とつながった農業であることを
伝える。その取り組みの一つとして , 落ち葉やコーヒーガラの堆肥化を取り上げる。附属
の畑もこれに近づけていくような取り組みをしていくことを伝える。
｢生徒が農業や自然に対して感謝の気持ちを持っていないのではないか」という教師が
抱く危機感を伝える。『お祭りの起源は“収穫への感謝”や“豊作への祈り”であり ，
｝」
れは全世界共通したことである。しかし，栽培に接する機会の少ない生徒は「士が汚い」
｢虫を汚い」という言葉を平気で口にする。これからさらに栽培から離れることが予想さ
れるが，生徒は自然への感謝を持つことはできるのであろうか。そうでないのだとしたら
， 技術の正しい在り方とはどのようなものだろうか。』と生徒に問いかける。（要素Ⅲ）
実践事例 技術・家庭科技術分野2年
－98－
授業者服部浩司 授業日6月14日（水）1限～ 4限
鰈ｸﾗｽ,洲詫
???????????????????????????』???????????????????????????
2年1～ 4組
関係・連携の考えられる教科等
社会科
扱う伝統文化
･生活文化
?????????????
??????????????
･地域文化・現代の日本文化；
8
???????????????????????????、??????????????
授業内容
世界農業遺産とは何かを学習した後に 甲， 能登の里山・里海
が世界農業遺産に登録された理由を考える。
特に関わる要素I～Ⅲ 敏科等で身に付けたい力（本時について）
要素I
要素Ⅱ
??
??
語学力・コミュニケーション能力
主体性・積極性，チャレンジ精神
協調性・柔軟性，責任感・使命感
???????
?????????????????????
???
｢技術の進展と環境との関係について考
と。」
|・能登の里山・里海が世界農業遺産に登録され
Iた理由を考えさせることを通して，技術の進展
|が環境に与える影響について理解させる。?????????????????????????
授業のポイント・流れ（見て欲しい部分，要素I～Ⅲに関わるポイントなど）
1．「世界農業遺産」創設の背景と目的を知る。
経済成長（産業の変化）と農業の近代化が自然環境に及ぼす影響を考え，産業の変化と
農業の近代化が“自然環境の悪化”や“生物多様性の消失”につながっていることを伝え
る。さらに ， 世界農業遺産の目的を知り，伝統的な農業が地域固有の文化や景観，生物多
様性を守っていたことに気づかせる。
2.能登の里山。里海を知る。
動画を用いて能登の里山・里海の現状とそれとつながる農村景観や文化を伝える。
3.能登の里山・里海が世界農業遺産に登録された理由を考える。
"世界農業遺産創設の背景”や“能登の里山・里海
フ，
を振り返り ， 能登の里山・里海が
世界農業遺産に登録された理由を考えさせる。その後，本時のまとめとして「里山・里海
と住民の暮らしとの調和が伝統的な農業や生物多様性，景観を継承している」ことが評価
されたことを確認する。
また ， 世界農業遺産は中国やペルー，フィリピンなどでも認定されていることより，産
業の変化や農業の近代化の影響が日本だけでなく世界でも共通して生じていることを確
認する。
できるこ
さらに，能登の里山・里海を継承するのは能登の住民だけではなく，我々も何か
とを考え，行動を起こさなくてはいけないのではないかという問いかけを行う。
(要素Ⅱ）
実践事例 技術・家庭科技術分野2年
－99－
授業者服部浩司 授業日6月21日（水）1限～ 4限
隙ｸﾗｽ,綱詫 2年1～ 4組
関係・連携の考えられる教科等
社会科
扱う伝統文化
･生活文化
･地域文化・現代の日本文化
???
??????????????????????????????????????
????????????
授業内容
揚げ浜式製塩法と里山・里海との関わりを学習する。
特に関わる要素I～Ⅲ 徴科等で身に付けたい力（本時について）
要素I
要素Ⅱ
要素Ⅲ
??
??
?????
語学力・コミュニケーション能力IA(1)ア「技術が生活の向上や産業の継承と発展
Iに果たしている役割について考えること。」
主体性・積極性、チャレンジ精神
協調性・柔軟性、責任感・使命感
????
'．揚げ浜式製塩法が自然と調和した技術である
'ことを知り、技術が果たしている役割に関心を????
???
?????
??????ー ??????????
もたせる。
授業のポイント・流れ（見て欲しい部分，要素I～Ⅲに関わるポイントなど）
1．海水を用いた塩づくりの種類を知る。
海水を用いた塩づくりは、「天日製塩法」と「海水を煮る製塩法」があるが、日本は天
候の関係で「天日製塩法」は向いておらず、昔から海水を煮て塩を採取していたことを伝
える。海水を煮る製塩法も「入り浜式」や「揚げ浜式」などがあり、今回は人力で塩田に
海水をまく「揚げ浜式」をテーマに塩づくりを行うことを伝える。
2.揚げ浜式製塩方法を知る。
教諭が体験してきた揚げ浜式製塩の映像をもとに、製塩工程の説明を行う。その際「海
水を人力で塩田まで運ぶ苦労」や「海水の塩分濃度をあらかじめ高めるために海水を塩田
にまく」こと、「海水を塩田にまく技術の難しさ」、「海水を煮る燃料は里山の間伐材を
用いている」ことなどの説明を通して、伝統的な製塩法の魅力を伝える。
繍
3.科学技術を用いた製塩法を知る。
(要素Ⅲ）
科学技術を用いた製塩法としてイオン交換膜法を紹介する。電気を用いてNaやClの濃度
の高い海水を作ったのちに調整を行っている。エネルギーを導入したイオン交換膜法と自
然と調和した揚げ浜式製塩法とを比較さた。
－
実践事例 技術・家庭科技術分野1年
-100-
授業者服部浩司 授業日11月20B(月)1限～ 4限
鰈ｸﾗｽ,獺鶚
1年1～ 4組
関係・連携の考えられる教科等
社会英語
扱う伝統文化
･生活文化 ●⑳ 上
･地域文化・現代の日本文化
????????????????????????????《????????????????????????《????????????????????????????《????????』??????????????????????????????????
授業内容
木材の性質に適した鉋のかけ方を理解する。
･鉋を用いて木材を削ることができる。
特に関わる要素I～Ⅲ
要素I
要素Ⅲ
??
??
③
語学力・コミュニケーション能力
主体性・積極性、チャレンジ精神
協調性・柔軟性、責任感・使命感
異文化に対する理解と
日本人としてのアイデンティ
ー
アイ
L一一
i教科等で身に付けたい力（本時について）
|A(2)イ「材料に適した加工法を知り、
|機器を安全に使用できること。」
????????????
??????????????????????
????
材料に適した加工法を理解する。
工具を正しく使用できる。
工具や
授業のポイント・流れ（見て欲しい部分，要素I～Ⅲに関わるポイントなど）
｢設計」をするために，ある程度の見通しが必要であるため，「切る」「削る」作業の方法
を事前に理解しておく必要があることを伝える。
法隆寺をテーマに、鉋の歴史を簡単に紹介する。
｢平かんな」は木を平らに削る工具であり，木造建築では昔から欠かせない工具であるこ
とを伝える。木造建築に見られる「組手」などの加工は,0.01mm単位で調整を行う必要が
あり 9 それを可能にしている工具の一つが「かんな」であることを伝える。
｢かんな」の基本的な使い方を伝える。
｢ならい目削り」「さかめ削り」の違いを，根拠をもとに伝え
がら加工を行う必要があることを伝える。
作業の流れと作業場所を伝える。
･材料と「かんな」を配り
･本立てづくりでは ，
， ｢かんな削り」を体験させる ◎
，
(要素Ⅲ）
一つ一つの木材を確認しな
様々な工具の使用を通して，伝統的なものづくりに見られるような，級
密な作業へのこだわりを持ちながら取り組んでほしいことを伝える。
